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雲
を
吹
く
風
（
大
谷
）

一

　

初
唐
・
蘇
頲
（
六
七
〇

－

七
二
七
）
の
次
の
五
言
絶
句
は
、『
唐
詩

選
』
な
ど
に
も
選
入
さ
れ
て
広
く
知
ら
れ
た
作
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

汾
上
驚
秋　
　
　

蘇
頲

　
　

北
風
吹
白
雲　

北
風
白
雲
を
吹
き

　
　

萬
里
渡
河
汾　

萬
里
河
汾
を
渡
る

　
　

心
緒
逢
搖
落　

心
緒
搖
落
に
逢
ひ

　
　

秋
聲
不
可
聞　

秋
聲
聞
く
可
か
ら
ず

　

詩
題
の
「
汾
」
は
中
國
山
西
省
を
北
か
ら
南
に
縱
斷
し
て
黄
河
に

流
れ
入
る
汾
水
。「
汾
上
驚
秋
」
と
は
、
汾
水
の
ほ
と
り
で
秋
の
氣

配
に
は
っ
と
驚
い
た
こ
と
を
言
う
。

　

起
承
句
は
ひ
と
ま
ず
措
く
。
轉
結
句
は
、「
た
だ
さ
え
、
さ
ま
ざ

ま
の
物
思
い
に
乱
れ
て
い
る
心
の
糸
が
、
時
あ
た
か
も
草
木
搖
落
の

季
節
に
め
ぐ
り
あ
っ
て
は
、
風
の
音
や
、
そ
の
風
に
散
り
舞
う
落
葉

が
た
て
る
秋
の
物
音
な
ど
、
悲
し
く
て
と
て
も
聞
け
た
も
の
で
は
な

い
」（
高
木
正
一
『
唐
詩
選
』
中
國
古
典
選
）
と
い
う
心
情
を
語
る
句
で

あ
り
、
理
解
は
さ
ま
で
難
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
承
句
は
、
單
純
な
事
が
ら
を
語
る
表
現
の
よ
う
に
見
え
て

實
は
解
釋
が
難
し
い
。「
萬
里
渡
河
汾
」
の
「
渡
」
に
重
大
な
問
題

が
あ
っ
た
。「
河
汾
を
渡
る
」、
そ
の
主
語
を
作
者
自
身
と
考
え
る
か
、

あ
る
い
は
初
句
の
「
北
風
」
と
す
る
か
。
二
通
り
の
解
釋
が
あ
っ
て

歸
一
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

あ
な
た
は
い
ま
、
そ
れ
を
ど
う
讀
ん
だ
だ
ろ
う
か
。

二

　

こ
の
詩
が
汾
水
の
秋
、
白
雲
を
吹
く
風
を
詠
む
こ
と
は
、
次
の
名

歌
、
漢
武
帝
「
秋
風
辭
」（『
文
選
』
巻
四
十
五
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

だ
ろ
う
。

雲
を
吹
く
風

─
─「
汾
上
驚
秋
」の
解
釋
を
め
ぐ
る
和
漢
比
較
文
學
論
攷
─
─

大 　

谷 　

雅 　

夫
京
都
大
学
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秋
風
辭　
　
　

漢
武
帝

　
　

秋
風
起
兮
白
雲
飛　
　

秋
風
起
り
て
白
雲
飛
び

　
　

草
木
黄
落
兮
雁
南
歸　

草
木
黄
ば
み
落
ち
て
雁
南
に
歸
る

　
　

蘭
有
秀
兮
菊
有
芳　
　

蘭
に
秀
有
り
て
菊
に
芳
有
り

　
　

攜
佳
人
兮
不
能
忘　
　

佳
人
を
攜た

づ
さ

へ
て
忘
る
る
こ
と
能
は
ず

　
　

泛
樓
舡
兮
濟
汾
河　
　

樓
舡
を
泛う

か

べ
て
汾
河
を
濟わ
た

り

　
　

横
中
流
兮
揚
素
波　
　

中
流
に
横よ

こ
た

へ
て
素
波
を
揚あ

ぐ

　
　

簫
鼓
鳴
兮
發
棹
歌　
　

簫
鼓
鳴
り
て
棹
歌
發お

こ

り

　
　

歡
樂
極
兮
哀
情
多　
　

歡
樂
極
ま
り
て
哀
情
多
し

　
　

少
壯
幾
時
兮
奈
老
何　

少
壯
幾い

く

時ば
く

ぞ
老
を
奈い
か
ん何
せ
ん

こ
の
「
秋
風
辭
」
を
「
汾
上
驚
秋
」
の
典
據
と
し
て
指
摘
す
る
の
が

『
唐
詩
訓
解
』
七
巻
で
あ
っ
た
。
明
の
萬
曆
四
十
六
年
（
一
六
一

八
）
四
月
刊
、
李
攀
龍
選
・
袁
宏
道
校
と
称
す
る
こ
の
書
は
、
江
戸

時
代
の
寛
文
（
一
六
六
一

－

一
六
七
三
）
ご
ろ
ま
で
に
は
和
刻
出
版
さ

れ
て
お
り
（『
日
本
古
典
文
學
大
辭
典
』「
唐
詩
選
」）、
収
録
さ
れ
る
詩

は
ほ
ぼ
『
唐
詩
選
』
に
重
な
る
。「
汾
上
驚
秋
」
も
そ
の
巻
六
に
見

ら
れ
る
。

　

そ
の
起
承
句
の
語
注
に
言
う
（
訓
點
略
）、

［
詩
］
北
風
其
涼
○
［
武
帝
辭
］
秋
風
起
兮
白
雲
飛
又
泛
樓
船

兮
濟
汾
河
［
注
］
汾
水
出
太
原
入
河

　

『
唐
詩
訓
解
』
は
、
こ
の
語
注
の
後
に
、
詩
の
大
意
を
一
字
上
げ

の
別
行
に
示
す
が
、
そ
れ
を
今
度
は
和
刻
本
の
訓
點
を
參
考
に
訓
讀

し
て
み
よ
う
。

風
、
白
雲
を
吹
く
は
初
秋
の
侯マ

マ

。
蓋け
だ

し
汾
上
に
因
り
て
漢
武
の

語
を
用
ゆ
る
な
り
。
遂
に
言
ふ
、
我
が
心
緒
適ま

さ

に
搖
落
に
逢
ふ
、

安い
づ
く

ん
ぞ
復
た
こ
の
秋
聲
を
聞
く
可
け
ん
や
、
と
。
時
、
蓋
し

意
を
失
ひ
て
こ
こ
に
居
る
の
み
。

汾
水
の
ほ
と
り
か
ら
漢
武
帝
「
秋
風
辭
」
を
連
想
し
て
、
起
句
に

「
風
」「
白
雲
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ

る
。
明
・
唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
の
「
評
解
」
に
も
こ
れ
と
同
文
の
注

釋
が
見
ら
れ
る
が
、
共
に
承
句
「
萬
里
渡
河
汾
」
の
「
渡
」
の
主
語

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
明
の
鍾
惺
の
『
評
釋
』、
明
末
の
蒋
一

葵
の
『
箋
釋
』、
清
初
の
呉
呉
山
の
『
附
注
』
な
ど
の
『
唐
詩
選
』

注
釋
書
に
も
「
渡
」
の
主
語
に
關
わ
る
注
釋
は
備
わ
ら
な
い
。

　

中
國
の
『
唐
詩
選
』
注
釋
に
お
い
て
「
渡
」
の
主
語
を
は
じ
め
て

示
し
た
の
は
、
明
・
徐
震
『
唐
詩
選
彙
解
』
の
雕
題
（
上
欄
の
注
）
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の
次
の
一
文
で
あ
ろ
う
。

言
、
當
初
秋
之
候
而
遠
渡
河
汾
、
奈
心
緒
適
逢
揺
落
、
豈
堪
復

聞
此
秋
聲
乎
、

「
初
秋
の
候
に
當
り
て
、
遠
く
河
汾
を
渡
る
」
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
、「
渡
」
の
主
語
を
作
者
蘇
頲
と
解
釋
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
末
清
初
の
王
相
『
新
鐫
五
言
千
家
詩
箋
註
』
も
同
様
の

理
解
を
示
す
。
王
相
の
そ
の
著
は
、
謝
枋
得
編
と
さ
れ
る
七
言
詩
の

み
を
選
録
す
る
『
千
家
詩
』
に
五
言
詩
を
増
補
し
、
注
釋
を
施
し
た

も
の
だ
が
、
そ
の
五
言
詩
の
中
に
「
汾
上
驚
秋
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
注
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

許
公
奉
使
渡
汾
河
而
驚
秋
之
作
也
。
汾
上
去
東
都
未
甚
遠
、
而

言
萬
里
者
、
將
有
萬
里
之
行
也
。
客
方
有
萬
里
之
行
、
何
堪
北

風
蚤
至
、
雲
物
淒
涼
、
木
葉
飄
搖
、
秋
風
悲
壯
、
前
途
遙
遠
、

愈
入
寒
涼
之
地
、
長
途
之
苦
、
可
勝
惜
哉

許
國
公
、
す
な
わ
ち
蘇
頲
が
、
使
者
と
な
っ
た
旅
で
汾
河
を
渡
っ
て

秋
の
到
来
に
驚
い
た
作
だ
と
説
く
。「
汾
上
は
東
都
を
去
る
こ
と
未

だ
甚
だ
し
く
は
遠
か
ら
ず
」
云
々
と
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
（
八
頁
）
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
そ
れ
に
続
く
「
客
、
方ま
さ

に

萬
里
の
行
有
り
」
の
注
に
は
、「
萬
里
渡
河
汾
」
の
「
渡
」
の
主
語

を
作
者
蘇
頲
と
す
る
解
釋
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

王
相
『
千
家
詩
箋
註
』
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
は

知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
先
の
徐
震
『
唐
詩
選
彙
解
』
は
「
文
化
甲

子
［
一
八
〇
四
］」
の
印
の
あ
る
木
村
蒹
葭
堂
旧
蔵
書
が
内
閣
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
渡
」
の
主
語
を
蘇
頲
自
身
と
す
る

そ
の
解
釋
は
、
日
本
で
は
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
の
序
文
を

も
つ
入
江
南
溟
『
唐
詩
句
解
』
に
、
す
で
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
括
弧
の
中
は
細
字
に
よ
る
割
注
。
訓
點
は
省
略
し
、

句
點
を
補
う
。

北
風
吹
白
雲
（
漢
武
秋
風
辭
、
秋
風
起
兮
白
雲
飛
）
萬
里
（
去
已
萬

里
）
渡
河
汾
（
又
浮
樓
船
兮
渡
汾
河
、
二
句
用
漢
武
之
語
○
言
、
客

遊
至
汾
上
、
初
逢
北
風
吹
白
雲
之
候
、
已
去
鄕
萬
里
而
獨
渡
河
汾
、
蓋

寫
旅
途
寂
寞
）

起
句
の
注
に
漢
武
帝
の
「
秋
風
辭
」
の
「
秋
風
起
兮
白
雲
飛
」
を
引

く
の
は
『
唐
詩
訓
解
』
の
踏
襲
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
い

て
、「
秋
風
辭
」
の
第
五
句
の
「
泛
樓
船
兮
濟
汾
河
」
を
引
く
こ
と

も
『
訓
解
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、『
訓
解
』
に
異
な
っ
て
、

！
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こ
こ
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
そ
の
「
秋
風
辭
」
第
五
句
を
こ

と
さ
ら
承
句
の
「
渡
河
汾
」
の
三
文
字
の
注
と
し
て
引
く
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
の
「
漢
武
之
語
」
は
こ
こ
で
は
「
浮0

樓
船0

兮
渡0

汾

河
」
と
記
す
。
三
箇
所
に
お
い
て
文
字
の
異
同
の
あ
る
引
用
な
の
だ

が
、
な
か
で
も
「
濟0

汾
河
」
を
「
渡0

汾
河
」
と
す
る
の
は
、
そ
れ
が

た
と
え
不
注
意
の
結
果
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
承
句
の
「
渡0

河
汾
」

を
「
秋
風
辭
」
の
「
濟0

汾
河
」
を
承
け
る
も
の
と
讀
解
し
た
こ
と
を

図
ら
ず
も
明
示
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

「
秋
風
辭
」
は
汾
水
の
上
に
船
を
浮
か
べ
た
管
弦
の
遊
び
を
詠
う

の
だ
が
、「
汾
上
驚
秋
」
に
は
旅
の
途
上
に
汾
河
の
ほ
と
り
に
來
て

秋
に
氣
づ
い
た
こ
と
が
詠
わ
れ
る
。
作
詩
の
事
情
は
異
な
る
。
し
か

し
、「
汾
上
驚
秋
」
が
「
秋
風
辭
」
の
影
響
下
に
成
っ
た
詩
で
あ
る

以
上
、
そ
の
「
河
汾
を
渡
る
」
の
「
渡
」
も
、「
秋
風
辭
」
の
「
汾

河
を
濟
る
」
の
「
濟
」
と
同
じ
く
、
舟
に
よ
る
渡
河
を
意
味
す
る
も

の
と
見
た
。
そ
し
て
、「
萬
里
河
汾
を
渡
る
」
を
「
已す

で

に
鄕
を
去
る

こ
と
萬
里
に
し
て
獨ひ

と

り
河
汾
を
渡
る
」
こ
と
と
、
す
な
わ
ち
「
渡
」

の
主
語
を
旅
人
で
あ
る
作
者
自
身
と
、
南
溟
は
解
釋
し
た
の
で
あ
る
。

　

南
溟
『
唐
詩
句
解
』
は
、「
渡
」
の
主
語
を
旅
人
と
す
る
点
で
徐

震
『
唐
詩
選
彙
解
』、
お
よ
び
王
相
『
新
鐫
五
言
千
家
詩
箋
註
』
に

一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
注
釈
の
方
法
、
用
語
に
お
い
て
は
、

『
彙
解
』『
箋
註
』
と
は
異
な
る
。『
彙
解
』『
箋
註
』
は
「
秋
風

辭
」
を
引
か
な
い
が
、『
句
解
』
は
そ
れ
を
典
據
と
す
る
。「
秋
風

辭
」
を
引
く
こ
と
に
お
い
て
『
句
解
』
は
『
訓
解
』
を
踏
襲
す
る
の

で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
を
承
句
の
「
渡
河
汾
」
に
ま
で
拡
大
し
た

の
で
あ
る
。『
句
解
』
の
注
は
、
お
そ
ら
く
『
彙
解
』『
箋
註
』
に
學

ん
だ
も
の
で
は
な
く
、『
訓
解
』
を
展
開
し
て
新
た
に
成
っ
た
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

入
江
南
溟
は
荻
生
徂
徠
の
門
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
に
も
引

く
よ
う
に
、
や
は
り
徂
徠
門
で
『
唐
詩
選
』
を
校
刊
し
た
服
部
南
郭

も
同
様
の
解
釋
で
あ
っ
た
（
十
三
頁
）。
徂
徠
の
古
文
辭
の
提
唱
と
と

も
に
江
戸
の
讀
書
界
を
席
巻
し
た
『
唐
詩
選
』
が
刊
行
さ
れ
た
當
初

よ
り
、「
萬
里
河
汾
を
渡
る
」
の
句
は
、
萬
里
を
行
く
旅
人
が
渡
河

す
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、

　

新
井
白
蛾
『
唐
詩
児
訓
』（
宝
暦
八
年
［
一
七
五
八
］
刊
）

タ
ダ
サ
ヘ
モ
秋
ハ
悲
シ
キ
物
ナ
ル
ニ
、
況マ
シ
テ

ヤ
故
郷
ヨ
リ
萬
里

モ
遠
キ
旅
ヲ
經ヘ

テ
、
今
此
河
汾
ヲ
渡
ル
コ
ト
、
物
ウ
キ
旅
ノ
身
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ノ
上
ト
、
秋
色
ノ
來
ル
ト
感
ジ
テ
憐
ヲ
催
セ
シ
也
、

　

千
葉
芸
閣
『
唐
詩
選
講
釋
』（
寛
政
二
年
［
一
七
九
〇
］
刊
）

ヲ
リ
シ
モ
コ
ノ
處
ニ
キ
テ
ミ
タ
レ
バ
ス
ズ
シ
キ
風
ガ
秋
ニ
ナ
ル

ト
起
リ
白
雲
ヲ
吹
ク
ヲ
リ
カ
ラ
萬
里
ヲ
キ
テ
河
汾
ヲ
渡
ル
心
細

サ
…
…

　

皆
川
淇
園
『
唐
詩
通
解
』（
寛
政
六
年
［
一
七
九
四
］
刊
）

北
風
吹
白
雲
之
時
、
行
程
萬
里
而
今
方
渡
河
汾
、

な
ど
も
同
じ
解
釋
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
引
用
は
省
く
が
、
戸
崎
允
明

『
箋
註
唐
詩
選
』（
天
明
四
年
［
一
七
八
四
］
刊
）、
宇
野
東
山
『
唐
詩

選
弁
蒙
』（
寛
政
二
年
刊
）、
小
林
高
英
『
唐
詩
選
和
訓
』（
寛
政
二
年

刊
）
な
ど
、
ま
た
近
代
の
久
保
天
隨
『
唐
詩
選
新
釋
』、
釋
清
潭

『
唐
詩
選
』（
國
譯
漢
文
大
成
）、
簡
野
道
明
『
唐
詩
選
詳
説
』、
斎
藤

晌
『
唐
詩
選
』（
漢
詩
大
系
）、
前
野
直
彬
『
唐
詩
選
』（
岩
波
文
庫
）、

目
加
田
誠
『
唐
詩
選
』（
新
釋
漢
文
大
系
）、
前
野
直
彬
『
唐
詩
鑑
賞

辭
典
』
等
々
も
同
じ
で
あ
る
。『
唐
詩
選
畫え

本ほ
ん　

五
言
絶
句
』（
天
明

八
年
初
刻
・
文
化
二
年
再
刻
、
橘
石
峯
書
畫
）
の
こ
の
詩
の
畫
に
は
、
二

人
の
人
物
が
乗
る
篷
船
が
描
か
れ
、「
汾
河
と
い
ふ
川
を
舟
に
て
わ

た
る
と
き
秋
風
に
し
ら
雲
の
と
ぶ
を
見
て
…
」
と
い
う
解
説
が
施
さ

れ
る
。
作
者
蘇
頲
が
船
に
よ
っ
て
汾
河
を
渡
る
姿
が
思
い
描
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
こ
の
詩
の
一
般
的
な
讀
解

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
一
方
、
汾
河
を
渡
る
主
語
を
「
北
風
」
と
見
て
、「
萬

里
」
は
北
風
が
白
雲
を
吹
き
運
ん
で
き
た
距
離
だ
と
す
る
注
釋
も
、

江
戸
時
代
以
来
、
少
數
な
が
ら
存
在
し
た
。

　

釋
覺
瑞
（
雪
巌
）『
唐
詩
譯
説
』（
宝
曆
十
年
［
一
七
六
〇
］
刊
）

【
萬
里
】
秋
風
遙ニ

吹
來ル
ヲ

云

　

森
槐
南
『
唐
詩
選
評
釋
』
下
巻
之
三
（
一
八
九
六
年
）

萬
里
の
北
風
、
白
雲
を
吹
て
以
て
河
汾
を
渡
る

　

高
木
正
一
『
唐
詩
選
』（
一
九
六
五
年
）

つ
め
た
い
北
風
が
白
雲
を
吹
き
と
ば
し
つ
つ
、
萬
里
の
遠
く
か

ら
、
汾
水
を
吹
き
わ
た
っ
て
い
く
。

　

平
野
彦
次
郎
『
唐
詩
選
研
究
』（
一
九
七
四
年
）

北
風
が
遠
く
萬
里
よ
り
來
て
、
河
汾
（
汾
水
）
を
吹
き
渡
る
こ

と
。

い
ず
れ
も
、
白
雲
を
吹
き
運
ぶ
北
風
が
、
は
る
か
萬
里
の
か
な
た
か



中
国
文
学
報　

第
八
十
七
册

─ 6 ─

ら
今
し
も
汾
河
を
吹
き
渡
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
解
釋
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
萬
里
渡
河
汾
」
の
「
渡
」
の
主
語
を
作
者
自
身

と
す
る
解
釋
と
、「
北
風
」
と
す
る
解
釋
と
、
二
通
り
の
考
え
方
が

あ
っ
た
。
日
本
の
漢
學
界
に
お
い
て
は
、
前
者
が
通
説
で
あ
り
、
後

者
は
そ
れ
に
や
や
後
れ
て
現
れ
た
少
數
説
の
位
置
に
あ
る
。
近
年
の

注
釋
書
の
な
か
で
は
、
中
國
の
古
典
『
唐
詩
選
』
下
（
中
島
敏
夫
・

佐
藤
保
、
一
九
八
六
年
）
は
「
萬
里
の
旅
を
つ
づ
け
て
、
今
、
汾
水
を

渡
る
」
と
現
代
語
譯
す
る
一
方
で
、
そ
の
脚
注
に
お
い
て
は
「
白
雲

を
吹
く
北
風
が
萬
里
の
彼
方
よ
り
吹
き
來
た
っ
て
河
汾
を
渡
る
と
も

取
れ
る
」
と
記
す
。『
校
注
唐
詩
解
釋
辭
典
』（
松
浦
友
久
編
、
一
九
八

七
年
）
も
、
後
に
示
す
（
七
頁
）
よ
う
に
、
同
様
の
書
き
ぶ
り
で
あ

る
。

　

で
は
、
現
代
中
國
の
注
釋
書
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

管
見
に
入
っ
た
注
解
の
う
ち
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
注
釋

を
あ
げ
て
み
よ
う
。
實
は
、
こ
ち
ら
も
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま

ず
「
渡
」
の
主
語
を
「
我
」
と
す
る
注
釋
書
と
し
て
は
、
先
の
王
相

『
新
鐫
五
言
千
家
詩
箋
註
』
の
注
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
王

正
湘
『
千
家
詩
』（
一
九
八
〇
年
、
湖
南
人
民
出
版
社
）
が
あ
る
他
、

秀
龍
・
陸
渾
『
唐
宋
絶
句
選
注
析
』（
一
九
八
○
年
、
山
西
人
民
出　

版
社
）

萬
里
喩
遠
離
家
郷
。
這
兩
句
説
、
蕭
蕭
北
風
吹
散
了
天
上
的
白

雲
、
長
途
跋
渉
來
到
這
充
滿
寒
意
的
汾
河
岸
邊
。

　

張
哲
永
『
千
家
詩
評
注
』（
一
九
八
二
年
、
華
東
師
範
大
學
出
版
社
）

萬
里
渡
河
汾　
「
秋
風
賦
」
又
云
「
泛
樓
船
兮
濟
河
汾
」。
這
句

説
、
路
遠
迢
迢
來
到
這
凄
涼
蕭
索
的
汾
河
邊
上
、

が
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
渡
」
の
主
語
を
「
北
風
」
と
す
る
説
も
、

　

劉
永
濟
『
唐
人
絶
句
精
華
』（
一
九
八
一
年
、
人
民
文
學
出
版
社
）

首
二
句
正
寫
秋
聲
。

　

『
唐
詩
鑑
賞
辭
典
』（
一
九
八
三
年
、
上
海
辭
書
出
版
社
）

他
在
汾
水
上
被
北
風
一
吹
、
一
陣
寒
意
使
他
驚
覺
到
秋
天
來
臨
、

而
他
當
時
正
處
于
一
生
最
感
失
意
的
境
地
、
出
京
放
任
外
省
、

恰
如
一
陣
北
風
把
他
這
朶
白
雲
吹
得
老
遠
、
來
到
了
這
汾
水
上
。

這
也
合
乎
題
目
標
示
的
「
汾
上
驚
秋
」。

　

『
中
國
歷
代
詩
歌
名
篇
鑑
賞
辭
典
』（
一
九
八
九
年
、
農
村
讀
物
出

版
社
）
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雲
を
吹
く
風
（
大
谷
）

悽
厲
的
朔
風
、
把
飄
浮
不
定
的
「
白
雲
」
吹
過
了
「
河
汾
」、

吹
向
了
萬
里
的
遠
方
、

が
あ
る
。

　

短
文
に
よ
る
注
解
だ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
唐
宋
絶
句
選
注

析
』
の
「
萬
里
喩
遠
離
家
鄕
」
は
、「
萬
里
」
を
作
者
自
身
が
故
鄕

を
遠
く
離
れ
て
き
た
距
離
の
表
現
と
す
る
。
そ
れ
な
ら
、「
万
里
渡

河
汾
」
は
作
者
が
渡
河
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、『
唐
人
絶
句
精

華
』
の
「
首
二
句
正
寫
秋
聲
」
は
、「
北
風
吹
白
雲
、
萬
里
渡
河

汾
」
の
二
句
を
秋
の
物
音
の
描
寫
と
す
る
。
汾
河
を
渡
る
北
風
の
音

が
そ
こ
に
寫
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、「
渡
」
の
主
語
は
「
北

風
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
説
の
對
立
を
示
し
た
『
校
注
唐
詩
解
釋
辭

典
』
の
「
諸
説
の
異
同
」
は
、
前
者
を
Ａ
説
、
後
者
を
Ｂ
説
と
し
た

上
で
、「
渡
」
の
主
語
を
「
我
」
と
す
る
Ａ
説
の
根
據
を
、「
①

『
渡
』
の
語
の
一
般
的
な
用
例
、
②
『
渡
河
汾
』
の
語
は
特
に
『
秋

風
辭
』
の
『
濟
汾
河
』
の
句
を
意
識
す
る
、
③
こ
の
詩
は
旅
中
の
作

と
考
え
ら
れ
る
、
な
ど
の
點
を
考
慮
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
推
測
す
る
。

　

①
は
、
動
詞
「
渡
」
は
一
般
的
に
人
を
主
語
と
す
る
と
い
う
指
摘

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
李
白
の
「
秋
風
渡
江
來
、
吹
落
山
上
月

（
秋
風
江
を
渡
り
來
た
り
、
吹
き
落
す
山
上
の
月
）」（「
送
崔
氏
昆
季
之
金

陵
」）
の
よ
う
に
、「
秋
風
」
が
「
渡
」
の
主
語
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

後
に
あ
げ
る
蘇
頲
の
別
の
詩
句
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
十
一
頁
）。

②
は
、
入
江
南
溟
『
唐
詩
句
解
』
の
説
を
紹
介
す
る
際
に
述
べ
た

（
四
頁
）
よ
う
に
、「
汾
上
驚
秋
」
が
漢
武
帝
「
秋
風
辭
」
の
影
響

下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
渡
河
汾
」
も
「
濟
汾
河
」
と
同
様
の
意
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
假
に
「
秋
風
辭
」
が
こ
の
詩
の
典

據
で
あ
る
と
し
て
も
、
典
據
に
詩
全
体
を
拘
束
す
る
力
は
な
い
。
實

際
、「
秋
風
辭
」
と
「
汾
上
驚
秋
」
の
表
現
、
内
容
の
相
違
點
は
少

な
く
な
い
。「
秋
風
辭
」
の
影
響
は
、
初
句
に
白
雲
を
吹
く
風
を
詠

む
點
に
留
ま
り
、
承
句
に
は
及
ば
な
い
と
も
考
え
う
る
。
さ
ら
に
③

の
「
旅
中
の
作
と
考
え
ら
れ
る
」
こ
と
は
、
常
識
的
に
考
え
て
、
承

句
の
解
釋
を
定
め
る
根
據
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

『
校
注
唐
詩
解
釋
辭
典
』
は
、
Ｂ
説
に
つ
い
て
は
、「『
萬
里
の
北

風
が
白
雲
を
吹
き
と
ば
し
つ
つ
、
汾
水
を
吹
き
わ
た
っ
て
い
く
』
秋

の
も
の
淋
し
い
叙
景
描
寫
の
な
か
に
、
深
い
旅
愁
を
に
じ
ま
せ
た
表
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現
で
あ
る
と
も
充
分
捉
え
ら
れ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
い
う
點
で

注
目
す
べ
き
一
説
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
通
釋
に
お
い
て
は
「
私
は

（
ひ
と
り
）
は
る
ば
る
萬
里
も
旅
し
て
」
と
譯
し
て
い
な
が
ら
、
結

局
、
Ａ
説
Ｂ
説
の
是
非
を
定
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

三

　

通
解
の
よ
う
に
「
萬
里
」
を
遠
い
旅
の
道
の
り
の
表
現
と
す
れ
ば

次
の
問
題
が
生
じ
る
。「
汾
上
」
が
汾
水
流
域
の
ど
の
あ
た
り
で
あ

ろ
う
と
も
、
作
者
蘇
頲
の
故
郷
の
陝
西
省
武
功
縣
、
あ
る
い
は
都
長

安
、
東
都
洛
陽
、
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
「
萬
里
」
と
謂
う
ほ
ど
の
距

離
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
詩
の
表
現
に
誇
張
は
つ
き
も
の
と
は
言

え
、「
汾
上
」
ま
で
を
「
萬
里
」
と
称
す
る
の
は
あ
ま
り
に
大
げ
さ

す
ぎ
る
。「
萬
里
」
は
唐
詩
の
常
用
語
で
は
あ
っ
て
も
、
主
と
し
て

邊
塞
詩
や
、
呉
楚
、
遼
東
、
安
南
な
ど
へ
の
行
旅
の
詩
に
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

「
渡
」
の
主
語
を
作
者
自
身
と
す
る
注
釋
書
の
多
く
は
そ
の
問
題

に
觸
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
敢
え
て
説
明
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
が
先

の
王
相
『
新
鐫
五
言
千
家
詩
箋
註
』
で
あ
っ
た
。
前
節
の
引
用
（
三

頁
）
を
改
め
て
訓
讀
し
て
示
せ
ば
、「
汾
上
は
東
都
を
去
る
こ
と
未

だ
甚
だ
し
く
は
遠
か
ら
ず
、
而し

か

る
に
萬
里
と
言
へ
る
は
、
將ま
さ

に
萬
里

の
行
有
ら
ん
と
す
れ
ば
な
り
」。
第
二
句
の
「
萬
里
」
を
、「
萬
里
は

遠
く
家
郷
を
離
る
る
を
喩
ゆ
」（
六
頁
所
引
『
唐
宋
絶
句
選
注
析
』）
の

よ
う
に
郷
里
か
ら
汾
河
ま
で
の
距
離
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
汾

上
」
か
ら

0

0

「
萬
里
」
か
な
た
へ
と
旅
立
つ
、
そ
の
旅
程
の
遠
さ
を
言

う
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
萬
里
」
の
類
例
と
し

て
は
、
た
と
え
ば
「
萬
里
辭
家
事
鼓
鼙
（
萬
里
家
を
辭
し
て
鼓こ

鼙へ
い

を
事

と
す
）」（
劉
長
卿
「
送
李
判
官
之
潤
州
行
營
」『
唐
詩
選
』
巻
七
）
が
擧
げ

ら
れ
よ
う
。
友
が
「
萬
里
」
か
な
た
の
邊
塞
へ
の
旅
に
向
か
う
こ
と

を
言
う
句
で
あ
る
。
し
か
し
、「
萬
里
家
を
辭
し
て
」
と
は
、
友
の

家
が
出
發
點
の
旅
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
表
現
で
は
な
い
か
。
旅
の
途

上
に
あ
る
は
ず
の
汾
上
に
お
い
て
、「
將
に
萬
里
の
行
有
ら
ん
」
と

意
識
す
る
理
由
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
唐
の
版
圖
の
う

ち
、
都
か
ら
「
汾
上
」
を
經
て
、
そ
こ
か
ら
更
に
「
萬
里
」
の
地
と

は
ど
こ
を
考
え
た
ら
い
い
の
か
。『
全
唐
詩
』
に
遺
さ
れ
た
蘇
頲
詩

に
は
そ
の
最
初
に
「
祭
汾
陰
樂
章
壽
和
」
が
あ
る
他
は
、
奉
和
詩
、

餞
送
詩
が
多
く
、
彼
自
ら
が
北
邊
に
赴
い
た
こ
と
を
示
す
作
は
な
い
。
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を
吹
く
風
（
大
谷
）

新
旧
の
『
唐
書
』
に
も
そ
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
『
唐
詩
鑑
賞
辭
典
』
に
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
言
う
の
も

こ
の
問
題
に
關
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
─
─
作
者
蘇
頲
は
政
治
家
と

し
て
成
功
し
た
人
で
あ
り
、
玄
宗
皇
帝
の
信
任
篤
く
、
都
で
朝
政
に

與
る
期
間
が
長
か
っ
た
。
地
方
に
出
た
の
は
そ
の
晩
年
の
二
年
間
、

益
州
大
都
督
府
長
史
に
赴
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
。
こ
の
詩

は
、
蘇
頲
が
も
っ
と
も
失
意
を
味
わ
っ
た
に
違
い
な
い
そ
の
二
年
間

の
作
で
は
な
い
か
。
─
─
倪
其
心
の
こ
の
讀
解
は
、
都
を
出
て
西
南

の
蜀
國
へ
、
さ
ら
に
北
東
の
汾
上
へ
と
失
意
の
ま
ま
に
流
浪
す
る
蘇

頲
が
、
は
る
か
に
萬
里
を
吹
か
れ
て
き
た
白
雲
に
自
身
の
姿
を
投
影

し
た
と
見
る
も
の
で
あ
る
。「
渡
」
の
主
語
を
「
白
雲
」
と
す
る
解

釋
と
し
て
前
に
（
六
頁
）
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

説
の
よ
う
に
、
蘇
頲
が
都
か
ら
蜀
、
蜀
か
ら
汾
上
へ
と
旅
し
た
時
の

作
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
を
「
萬
里
」
の
旅
と
称
す
る
こ
と
も
さ
ほ
ど

不
自
然
に
は
な
ら
な
い
。「
渡
河
汾
」
の
主
語
を
作
者
蘇
頲
と
読
み

解
く
こ
と
も
、
そ
の
場
合
に
は
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ

ど
も
倪
其
心
説
の
「
最
大
の
難
點
は
、
蜀
で
の
在
任
中
に
、
今
の
山

西
省
の
汾
河
の
ほ
と
り
に
な
ぜ

0

0

赴
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
い
う

點
が
全
く
不
明
な
こ
と
で
あ
る
」（『
校
注
唐
詩
解
釋
辭
典
』）。
晩
年
の

二
年
間
の
作
と
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
含
め
て
、
難
し
い
想

定
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
萬
里
」
を
「
北
風
」
に
關
わ
る
語
と
見
る
こ

と
は
容
易
で
あ
る
。
風
が
「
萬
里
」
を
吹
く
と
す
る
表
現
は
ご
く
あ

り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

杜
甫
「
暮
春
」

　
　

楚
天
不
斷
四
時
雨　

楚
天
斷
え
ず
四
時
の
雨

　
　

巫
峽
長
吹
萬
里
風　

巫
峽
長
く
吹
く
萬
里
の
風

　

高
適
「
自
淇
渉
黄
河
途
中
作
十
三
首
（
第
六
）」

　
　

北
風
吹
萬
里　

北
風
萬
里
を
吹
き

　
　

南
雁
不
知
數　

南
雁
數
を
知
ら
ず

　

し
か
も
、
萬
里
を
吹
く
風
が
何
か
を
吹
き
運
ん
で
川
や
關
を

「
渡
」
る
、
ま
た
は
「
度
」
る
と
す
る
こ
と
も
表
現
の
一
つ
の
型
と

し
て
あ
っ
た
。

　

劉
商
「
胡
笳
（
第
十
四
）」
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南
風
萬
里
吹
我
心　

南
風
萬
里
我
が
心
を
吹
き

　
　

心
亦
隨
風
渡
遼
水　

心
も
亦
た
風
に
隨
ひ
て
遼
水
を
渡
る

南
か
ら
の
風
が
萬
里
は
る
ば
る
と
我
が
心
を
吹
き
運
ん
で
、
遼
水
を

渡
っ
て
ゆ
く
（
は
る
か
東
北
の
、
胡
地
に
あ
る
我
が
子
を
思
い
や
る
）
こ

と
を
詠
う
。

　

ま
た
、
李
白
の
樂
府
詩
「
關
山
月
」
の
冒
頭
四
句
に
も
云
う
、

　
　

明
月
出
天
山　

明
月
天
山
を
出
で

　
　

蒼
茫
雲
海
間　

蒼
茫
た
り
雲
海
の
間

　
　

長
風
幾
萬
里　

長
風
幾
萬
里

　
　

吹
度
玉
門
關　

吹
き
度
る
玉
門
關

天
山
か
ら
昇
っ
た
月
が
、
都
か
ら
幾
萬
里
も
吹
き
來
た
っ
た
風
に
運

ば
れ
て
、
今
ま
さ
に
玉
門
關
を
渡
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
詠
う
も
の
で
あ

る
（
拙
論
「『
吹
』
と
『
ふ
く
』
─
和
習
の
背
景
」『
歌
と
詩
の
あ
い
だ
』）。

　

劉
商
と
李
白
の
詩
は
、
と
も
に
萬
里
を
吹
く
風
が
、
心
や
月
を
は

る
か
遠
方
ま
で
吹
き
運
ぶ
こ
と
を
言
う
。

　

風
が
も
の
を
遠
く
に
吹
き
運
ぶ
と
い
う
表
現
は
、
南
北
朝
詩
や
唐

詩
に
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
文
選
』
巻
三
十
一
の
南

朝
宋
・
鮑
照
の
次
の
五
言
古
詩
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

學
劉
公
幹
體　
　

鮑
明
遠

胡
風
吹
朔
雪　

胡
風
朔
雪
を
吹
き

千
里
度
龍
山　

千
里
龍
山
を
度
る

集
君
瑶
臺
裏　

君
が
瑶
臺
の
裏う

ち

に
集
ま
り

飛
舞
兩
楹
前　

兩
楹
の
前
に
飛
舞
す

茲
辰
自
爲
美　

茲こ

の
辰と
き

に
自
ら
美
を
爲
す
も

當
避
艶
陽
年　

當
に
艶
陽
の
年
を
避
く
べ
し

艶
陽
桃
李
節　

艶
陽
の
桃
李
の
節

皓
潔
不
成
妍　

皓
潔
な
る
も
妍

う
る
は
し

き
を
成
さ
ず

第
三
・
四
句
の
「
み
か
ど
の
玉
で
飾
っ
た
臺う

て
な

の
上
に
集
ま
り
、
柱

と
柱
の
あ
い
だ
の
玉
座
の
あ
た
り
を
舞
い
飛
ぶ
」
も
の
と
は
、
初
句

の
「
胡
風
」
に
吹
か
れ
た
「
朔
雪
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
從
っ
て
、

第
二
句
の
「
千
里
龍
山
を
度
る
」
も
の
と
は
、
當
然
、
北
か
ら
吹
く

「
胡
風
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
吹
き
運
ば
れ
る
「
朔
雪
」、
北
方
の
雪

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
文
選
』
の
五
臣
（
呂
向
）
注
が
「
言
、

風
雪
自
北
來
、
度
於
龍
山
（
言
ふ
こ
こ
ろ
、
風
雪
北
よ
り
來
た
り
、
龍
山

を
度
る
と
な
り
）」
は
そ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
『
文
選
』
巻
三
十
の
南
朝
齊
の
謝
朓
「
觀
朝
雨
」
も
同
様
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雲
を
吹
く
風
（
大
谷
）

で
あ
る
。
そ
の
前
半
八
句
を
引
く
。

　

觀
朝
雨　
　
　
　

謝
玄
暉

朔
風
吹
飛
雨　

朔
風
飛
雨
を
吹
き

蕭
條
江
上
來　

蕭
條
と
し
て
江
上
よ
り
來
た
る

既
灑
百
常
觀　

既
に
灑そ

そ

ぐ
百
常
の
觀

復
集
九
成
臺　

復
た
集
る
九
成
の
臺

空
濛
如
薄
霧　

空
濛
と
し
て
薄
霧
の
如
く

散
漫
似
輕
埃　

散
漫
と
し
て
輕
埃
に
似
た
り

平
明
振
衣
坐　

平
明
衣
を
振
ひ
て
坐
せ
ば

重
門
猶
未
開　

重
門
猶
ほ
未
だ
開
か
ず

「
朔
風
」
は
北
風
。
第
三
句
の
「
既
に
灑
ぐ
」
の
主
語
は
明
ら
か
に

「
飛
雨
」
だ
か
ら
、
第
二
句
の
「
來
」
の
主
語
も
「
飛
雨
」
で
あ
り
、

「
飛
雨
」
を
吹
き
運
ぶ
「
朔
風
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
初
二
句
は
、
北

風
が
散
り
飛
ぶ
雨
を
吹
き
運
ん
で
、
寂
し
い
雨
音
が
川
を
渡
っ
て
く

る
こ
と
を
詠
う
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
李
白
が
「
我
吟
謝
朓
詩

上
語
、
朔
風
颯
颯
吹
飛
雨
」（「
酬
殷
明
佐
見
贈
五
雲
裘
歌
」）
と
賞
賛

し
た
名
句
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
表
現
の
型
を
蘇
頲
が
理
解
し
、
學
ん
で
い
た
こ
と
は
、

彼
自
身
の
次
の
五
言
排
律
の
冒
頭
四
句
の
表
現
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

奉
和
聖
製
幸
望
春
宮
送
方
朔
大
総
管
張
仁
亶　

蘇
頲

北
風
吹
早
雁　

北
風
早
雁
を
吹
き

日
夕
渡
河
飛　

日
夕
河
を
渡
り
て
飛
ぶ

氣
冷
膠
（
一
作
葭
）
応
折　

氣
冷
か
に
し
て
膠に
か
は

（
一
に
「
葭あ
し

」

に
作
る
）
応
に
折
る
べ
し

霜
明
草
正
腓　

霜
明
か
に
し
て
草
正
に
腓や

む

先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
渡
」
は
必
ず
し
も
「
人
」
だ
け
を
主
語
と
す

る
動
詞
で
は
な
い
（
七
頁
）。
こ
れ
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、「
北
風
」

に
吹
き
運
ば
れ
る
「
早
雁
」
が
、
晝
も
夕
も
、
河
を
渡
っ
て
飛
ん
で

ゆ
く
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
北
風
」
の
冷
氣
が
膠
を
折
り

（
ま
た
は
蘆
を
折
り
）、
霜
を
吹
き
つ
け
て
草
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
こ

と
を
詠
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
例
、
初
唐
・
崔
融
の
樂
府
詩
十
韻
の
冒
頭
四
句
を

掲
げ
て
み
よ
う
。

　

西
征
軍
行
遇
風　
　
　

崔
融

北
風
巻
塵
沙　

北
風
塵
沙
を
巻
き

左
右
不
相
識　

左
右
相
ひ
識
ら
ず
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颯
颯
吹
萬
里　

颯
颯
と
し
て
萬
里
を
吹
き

昏
昏
同
一
色　

昏
昏
と
し
て
同
一
色

「
北
風
」
が
「
塵
沙
」
を
「
萬
里
」
の
か
な
た
か
ら
吹
き
運
ん
で
き

て
、
行
軍
の
行
く
て
を
眞
っ
暗
に
し
た
こ
と
を
詠
う
。
第
四
句
「
昏

昏
同
一
色
」
は
、
萬
里
の
長
風
に
吹
か
れ
て
來
た
砂
塵
の
表
現
で
あ

る
。

　

砂
塵
は
次
の
絶
句
に
も
詠
わ
れ
る
。『
唐
詩
選
』
巻
七
に
収
め
ら

れ
た
盛
唐
・
張
子
容
の
七
言
絶
句
で
あ
る
。

　

涼
州
歌
第
二
疊　
　
　

張
子
容

朔
風
吹
葉
雁
門
秋　

朔
風
葉
を
吹
く
雁
門
の
秋

萬
里
煙
塵
昏
戍
樓　

萬
里
の
煙
塵
戍
樓
昏く

ら

し

征
馬
長
思
青
海
上　

征
馬
長
く
思
ふ
青
海
の
上ほ

と
り

胡
笳
夜
聽
隴
山
頭　

胡
笳
夜
聽
く
隴
山
の
頭ほ
と
り

起
句
は
、
北
風
が
雁
門
の
木
の
葉
を
吹
き
散
ら
す
こ
と
、
承
句
は
、

「
萬
里
」
か
な
た
か
ら
煙
の
よ
う
な
砂
塵
が
そ
の
北
風
に
吹
き
運
ば

れ
て
き
て
、
物
見
や
ぐ
ら
の
ま
わ
り
が
夜
の
暗
さ
に
な
っ
た
こ
と
を

言
う
。
そ
し
て
轉
句
は
、「
胡
馬
北
風
に
依
る
」（
古
詩
十
九
首
・
其

一
）
を
典
據
と
し
て
、
北
風
が
軍
馬
に
故
郷
を
思
わ
せ
る
こ
と
を
詠

う
。
つ
ま
り
こ
れ
も
ま
た
、
北
風
が
何
か
を
吹
き
運
ん
で
千
里
萬
里

を
渡
る
と
い
う
表
現
の
類
型
に
屬
す
る
絶
句
な
の
で
あ
る
。

　

問
題
の
詩
を
改
め
て
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　

汾
上
驚
秋　
　
　
　

蘇
頲

　
　

北
風
吹
白
雲　

北
風
白
雲
を
吹
き

　
　

萬
里
渡
河
汾　

萬
里
河
汾
を
渡
る

　
　

心
緒
逢
搖
落　

心
緒
搖
落
に
逢
ひ

　
　

秋
聲
不
可
聞　

秋
聲
聞
く
可
か
ら
ず　

転
句
の
「
搖
落
」
は
木
の
葉
が
風
に
舞
い
落
ち
る
こ
と
、
結
句
の

「
秋
聲
」
は
風
の
音
、
落
葉
の
音
を
言
う
。
す
な
わ
ち
四
句
は
一
貫

し
て
起
句
の
「
北
風
」
に
關
わ
る
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
ま
で
掲

げ
て
來
た
鮑
照
詩
、
謝
朓
詩
、
蘇
頲
の
排
律
、
そ
し
て
崔
融
詩
、
張

子
容
の
絶
句
に
お
け
る
「
胡
風
」「
朔
風
」「
北
風
」
の
描
き
方
の
類

型
に
屬
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

鮑
照
詩
を
は
じ
め
と
す
る
表
現
の
類
型
が
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
萬
里
渡
河
汾
」
の
句
の
「
渡
」
の
主
語
を
作
者

自
身
と
し
て
詠
う
こ
と
、
ま
た
そ
う
解
釋
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
渡
」
と
は
、
万
里
か
な
た
か
ら
吹
く
北
風
が
白
雲
を
運
ん
で
汾
水
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雲
を
吹
く
風
（
大
谷
）

を
渡
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
表
現
の
類
型
を
知
る
唐
代
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
そ
の
意
味
は
自
明
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

五

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
節
に
記
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代

以
來
の
日
本
の
唐
詩
注
釋
書
の
多
く
は
、「
汾
上
驚
秋
」
の
承
句

「
萬
里
渡
汾
河
」
の
「
渡
」
の
主
語
を
作
者
蘇
頲
自
身
と
し
て
き
た
。

『
唐
詩
選
』
を
刊
行
し
た
服
部
南
郭
の
講
義
を
伝
え
る
『
唐
詩
選
國

字
解
』（
天
明
二
年
［
一
七
八
二
］
刊
）
も
同
じ
で
あ
る
。

夏
カ
ト
思
フ
タ
ニ
、
ハ
ヤ
秋
風
ガ
フ
キ
ワ
タ
ル
。
秋
ニ
ナ
ツ
タ

ユ
ヘ
白
雲
ナ
ド
モ
ト
ブ
。
コ
ノ
モ
ノ
サ
ビ
シ
イ
ジ
ブ
ン
、
吾
レ

ハ
萬
里
ノ
旅
ニ
イ
テ
、
汾
河
ヲ
ワ
タ
リ

先
に
も
記
し
た
（
四
頁
）
よ
う
に
、
同
じ
徂
徠
門
の
入
江
南
溟
『
唐

詩
句
解
』
も
「
已す

で

に
鄕
を
去
る
こ
と
萬
里
に
し
て
獨ひ
と

り
河
汾
を
渡

る
」
と
し
て
い
た
。
二
人
の
師
の
徂
徠
も
、
お
そ
ら
く
は
同
様
に
讀

ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
今
日
で
も
通
説
の
地

位
を
占
め
る
解
釋
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
解
釋
を
誤
り
と
す
る
前
節
ま
で
の
考
察
に
假
に
大
過
な
い
と

す
れ
ば
、
次
の
課
題
は
、
そ
の
「
誤
讀
」
の
由
來
を
推
考
す
る
と
こ

ろ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

詩
句
の
意
味
を
誤
っ
て
解
す
る
こ
と
は
、
わ
ず
か
な
不
注
意
、
思

い
違
い
か
ら
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
し
て
「
汾
上
驚
秋
」
の

「
渡
」
の
主
語
を
何
と
取
る
か
は
、
中
國
の
注
釋
書
に
お
い
て
も
古

く
か
ら
意
見
の
分
か
れ
る
難
問
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
以
來
の
學
者

の
多
く
が
「
渡
」
の
主
語
を
作
者
と
考
え
た
こ
と
に
は
無
理
も
な
い
。

そ
の
「
誤
讀
」
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
に
は
何
の
意
味
も
な
い
。

　

し
か
し
、
わ
が
國
の
漢
學
者
に
よ
る
中
國
詩
の
「
誤
讀
」
の
背
景

に
は
、
自
他
に
お
け
る
も
の
の
感
じ
方
、
考
え
方
の
相
違
が
存
在
す

る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
誤
讀
」
が
、
和
漢
の
文
学
に
お
け
る
情

緒
、
思
想
の
相
違
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
汾
上
驚
秋
」
の
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
節
で
は
、「
汾
上
驚
秋
」
詩
を
講
釋
し
た
服
部
南
郭
と
、
そ

れ
を
聽
聞
し
た
賀
茂
眞
淵
と
の
挿
話
を
通
し
て
、
そ
の
問
題
を
考
え

た
い
。
伴
蒿
蹊
『
近
世
畸
人
傳
』（
寛
政
二
年
［
一
七
九
〇
］
刊
）
巻

三
、
津
阪
東
陽
『
夜
航
餘
話
』（
天
保
七
年
［
一
八
三
六
］
刊
）
巻
之

下
に
も
見
ら
れ
て
広
く
知
ら
れ
た
挿
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
上
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田
秋
成
『
膽
大
小
心
録
』（
文
化
五
年
［
一
八
〇
八
］
成
立
）
所
載
の
話

を
引
い
て
み
よ
う
。
秋
成
は
特
に
こ
の
挿
話
を
好
ん
だ
ら
し
く
、
他

の
著
書
、『
金き

ん

砂さ

』（
享
和
四
年
［
一
八
〇
四
］
成
立
）、『
茶ち
ゃ

瘕か

醉す
い

言げ
ん

』

に
も
同
じ
内
容
の
話
が
見
ら
れ
る
。

南
郭
服
子
の
詩
を
講
ず
る
席
に
、
眞
淵
も
參
り
て
聞
（
く
）。

講
竟を

は

り
て
後
に
、
席
を
す
ゝ
み
て
、「
先
生
の
詩
名
、
い
に
し

へ
よ
り
の
巨
臂
（
巨
擘0

の
誤
り
か
─
大
谷
注
）
と
人
申
（
す
）
事

な
り
。
た
ゞ
お
し
む
ら
く
は
、
唐
の
風
体
を
弃す

て
、
古
に
泊と
ゞ
ま

り
た
ま
は
ぬ
こ
と
を
」
と
き
こ
ゆ
。
服
子
あ
ざ
わ
ら
ひ
て
、

「
汝
は
ゑ
せ
言こ

と

い
ふ
も
の
な
り
。
詩
は
初
唐
の
氣
格
高
く
し
て

得
が
た
し
。
盛
唐
よ
り
中
唐
の
風
に
擬
す
べ
し
。
晩
唐
は
又
野

な
り
。
何
心
を
も
て
か
く
云
（
ふ
）
ぞ
」
と
。
答
（
ふ
）。「
今

日
の
講
に
は
、
汾フ

ン

上ジ
ヤ
ウ

驚ク
㆑

秋ニ

の
詩
、
北
風
吹ク
㆓

白
雲ヲ
㆒、
萬
里

渡ル
㆓

河カ

汾フ
ン
ヲ㆒、
此
二
句
に
て
意
は
盡
（
き
）
た
り
。
心
緒
逢ヒ
㆓

搖ヨ
ウ

落ラ
ク
ニ㆒、
秋
聲
不
㆑
可カ
ラ

㆑
聞ク

と
は
、
上
の
二
句
の
注
解
に
似
た
り
。

四し

韵ゐ
ん

六
句
の
扃け
い

に
入
（
り
）
て
、
こ
の
わ
づ
ら
ひ
有
（
り
）
と

ぞ
思
ふ
」
と
。
服
子
打
（
ち
）
も
た
ゝ
で
、「
三
十
年
お
そ
く

生
れ
て
、
汝
と
同
じ
く
學
ば
ざ
る
事
よ
」
と
て
、
歎
息
せ
ら
れ

し
と
ぞ
。
…
…

日
本
古
典
文
學
大
系
『
上
田
秋
成
』（
中
村
幸
彦
校
注
）
の
本
文
を
示

し
た
が
、
そ
の
頭
注
に
は
「
金
砂
六
に
は
、
こ
の
話
を
宇
萬
伎
に
聞

く
と
あ
る
。
茶
瘕
醉
言
」
と
あ
る
。『
萬
葉
集
』
注
釋
書
の
『
金

砂
』
巻
六
に
は
、
眞
淵
の
弟
子
で
あ
っ
た
「
亡
師
宇
萬
伎
」（
加
藤

宇
萬
伎
）
の
「
か
た
り
言
」
と
し
て
こ
れ
を
記
し
て
い
る
。
眞
淵
と

南
郭
と
の
あ
い
だ
に
、
事
實
、
こ
れ
に
類
し
た
對
話
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

南
郭
の
『
唐
詩
選
國
字
解
』
を
再
度
引
用
す
る
。「
夏
カ
ト
思
フ

タ
ニ
、
ハ
ヤ
秋
風
ガ
フ
キ
ワ
タ
ル
。
秋
ニ
ナ
ツ
タ
ユ
ヘ
白
雲
ナ
ド
モ

ト
ブ
。
コ
ノ
モ
ノ
サ
ビ
シ
イ
ジ
ブ
ン
、
吾
レ
ハ
萬
里
ノ
旅
ニ
イ
テ
、

汾
河
ヲ
ワ
タ
リ
」。
そ
の
よ
う
な
講
釋
を
聴
い
た
眞
淵
は
、
起
承
句

の
「
北
風
吹
白
雲
、
萬
里
渡
河
汾
」
に
羈
旅
の
意
は
盡
き
て
お
り
、

轉
結
句
の
「
心
緒
逢
搖
落
、
秋
聲
不
可
聞
」
は
無
用
の
注
解
に
過
ぎ

な
い
と
難
じ
た
。「
四
韻
六
句
の
扃
」
と
は
、
律
詩
や
六
句
か
ら
な

る
短
律
の
格
を
言
う
か
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
の
多
い
詩
体
の
弊
害
を

免
れ
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
茶
瘕
醉
言
』（『
上
田
秋
成
全
集
』
巻
九
）
の
方
の
挿
話
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で
は
、
眞
淵
は
、
そ
う
し
た
言
葉
の
過
剩
は
、「
國
風
の
古
雅
に
は

是こ
れ

無
し
」
と
述
べ
る
。
和
歌
で
は
、
風
が
雲
を
吹
き
、
我
は
渡
河
す

る
と
い
う
含
蓄
に
富
ん
だ
古
雅
な
表
現
が
あ
り
え
た
。
そ
こ
に
日
本

の
古
歌
の
唐
詩
よ
り
す
ぐ
れ
る
所
以
が
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

眞
淵
の
そ
の
論
に
は
、
彼
な
り
の
確
か
な
根
據
が
あ
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、
旅
の
和
歌
の
多
く
に
は
雲
が
詠
ま
れ
る
。
そ

し
て
、
雲
が
詠
ま
れ
て
、
そ
れ
だ
け
で
旅
情
が
盡
く
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

た
と
え
ば
『
萬
葉
集
』
巻
三
の
次
の
歌
な
ど
が
眞
淵
の
念
頭
に
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

志し

賀が

に
幸み
ゆ
き

し
た
ま
ひ
し
時
に
、
石い
そ
の

上か
み

卿き
や
う

の
作
り
し
歌
一

首　
名な

闕か

く

こ
こ
に
し
て
家い
へ

や
も
い
づ
ち
白し
ら

雲く
も

の
た
な
び
く
山
を
越
え
て
來

に
け
り

旅
路
の
雲
は
故
鄕
を
ふ
り
返
る
旅
人
の
視
線
を
さ
え
ぎ
る
も
の
と
し

て
描
か
れ
た
。「
白
雲
の
た
な
び
く
山
を
越
え
て
」
に
萬
感
の
思
い

が
こ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

下
っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
、
後
水
尾
院
歌
壇
で
編
纂
さ
れ
た
と
い

う
『
類
題
和
歌
集
』（
元
禄
十
六
年
［
一
七
〇
三
］
刊
）
巻
二
十
五
に
は

「
旅
」
の
題
の
も
と
に
二
百
十
八
首
の
歌
を
収
め
る
が
、
う
ち
三
十

首
に
「
雲
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
最
後
の
勅
撰
和
歌

集
『
新
續
古
今
和
歌
集
』（
永
享
十
一
年
［
一
四
三
九
］
成
立
）
の
歌
二

首
を
引
用
し
て
み
よ
う
（
日
下
幸
男
編
『
類
題
和
歌
集
』
に
よ
る
。
表
記

は
一
部
改
め
る
）。

か
へ
り
み
る
雲
の
い
づ
こ
か
そ
れ
な
ら
ん
し
ら
ず
月
日
を
故ふ

る

鄕さ
と

の
空
（
平
氏
數
）

『
萬
葉
集
』
の
石
上
卿
の
歌
と
同
じ
く
、
雲
に
隔
て
ら
れ
た
故
鄕
の

方
の
空
を
ふ
り
返
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
月
日
を
經
て
き
た
こ
と
を

思
う
の
で
あ
る
。

　

逆
に
旅
の
行
く
て
の
雲
が
詠
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

行
す
ゑ
も
猶な

ほ

か
さ
な
れ
る
山
の
端は

の
雲
の
い
づ
く
を
あ
す
は
越

ま
し
（
円
照
法
師
）

重
疊
す
る
山
の
端
の
雲
の
ど
の
あ
た
り
を
、
明
日
は
越
え
て
行
く
の

か
と
詠
う
。
旅
路
の
遠
さ
を
重
な
る
雲
が
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
「
白
雲
」
が
詠
わ
れ
る
こ
と
は
連
歌
に
も
珍
し
く
な

い
。
た
と
え
ば
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）、
宗
長
獨
吟
『
伊
勢
千
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句
』（
京
都
大
學
文
學
部
蔵
）
第
二
の
何
木
「
い
つ
そ
め
し
」
百
韻
に

次
の
付
合
が
あ
る
。

わ
が
い
も
お
も
ふ
旅
の
か
な
し
さ

白
雲
の
た
な
び
く
山
を
越
え
暮
て

都
の
空
よ
い
づ
ち
と
か
見
む

「
白
雲
」
は
、
越
え
て
ゆ
く
山
に
か
か
る
雲
で
あ
り
、
ま
た
都
の
方

を
振
り
返
る
視
線
を
さ
え
ぎ
る
雲
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　

『
賀
茂
翁
家
集
』
秋
歌
に
も
次
の
作
が
あ
る
。
眞
淵
の
故
鄕
の
遠

江
國
、
小さ

や
の夜
中な
か
や
ま山
の
西
方
に
あ
る
粟あ
わ
が
た
け

ケ
岳
を
描
い
た
畫
の
中
の
旅
人

の
心
に
な
っ
て
詠
ん
だ
初
秋
の
歌
で
あ
る
。

と
ほ
つ
あ
ふ
み
の
佐
益
の
中
山
の
西
に
つ
づ
き
て
、
今
は
あ

は
が
だ
け
と
て
高
き
山
あ
り
、
延
喜
の
式
に
安
波
波
神
社
と

あ
る
こ
れ
な
り
、
そ
の
か
た
繪
に
か
き
た
る
に
そ
の
ふ
も
と

に
旅
人
あ
り
、
そ
れ
が
こ
こ
ろ
を
よ
み
つ
、
時
は
秋
の
は
じ

め
つ
か
た
な
り

東あ
づ
ま

路ぢ

は
衣こ
ろ
も

手で

さ
む
し
し
ら
雲
の
あ
は
は
が
た
け
の
秋
の
は
つ

か
ぜ

旅
人
が
、
白
雲
の
か
か
る
粟
ケ
岳
を
振
り
仰
ぎ
な
が
ら
、
風
の
冷
た

さ
に
秋
の
訪
れ
を
知
っ
た
と
詠
う
。
南
郭
の
講
釋
に
よ
る
「
汾
上
驚

秋
」
の
起
承
句
の
句
意
、「
ハ
ヤ
秋
風
ガ
フ
キ
ワ
タ
ル
…
白
雲
ナ
ド

モ
ト
ブ
…
コ
ノ
モ
ノ
サ
ビ
シ
イ
ジ
ブ
ン
、
吾
レ
ハ
萬
里
ノ
旅
ニ
イ

テ
」
に
ほ
ぼ
重
な
る
情
趣
の
歌
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
眞
淵
は
、
旅
立
っ
た
女
弟
子
の
ひ
と
り
を
思
い
、
そ
の
旅

路
の
白
雲
を
詠
う
。

よ
の
子
が
信
濃
路
を
へ
て
紀
の
國
へ
ゆ
く
に
、
立
ち
に
し
後

お
も
ひ
や
り
て
よ
め
る

今
日
も
か
も
分
け
行
く
ら
し
も
大お

ほ

木ぎ

曾そ

や
小を

木ぎ

曾そ

の
山
の
峰
の

し
ら
雲

旅
路
を
踏
み
わ
け
る
人
を
思
い
や
っ
て
、
木
曾
の
山
々
に
か
か
る
白

雲
を
點
景
す
る
。
そ
の
人
が
雲
を
見
て
離
愁
を
募
ら
せ
る
こ
と
を
想

像
し
た
の
で
あ
る
。

　

眞
淵
は
、「
汾
上
驚
秋
」
の
「
北
風
吹
白
雲
、
萬
里
渡
河
汾
」
を
、

そ
の
よ
う
な
和
歌
や
連
歌
の
漢
詩
譯
の
よ
う
に
讀
み
と
っ
た
の
で
は

な
い
か
。「
此
二
句
に
て
意
は
盡
き
た
り
」（『
膽
大
小
心
録
』）、「
客

情
盡
き
た
り
」（『
茶
瘕
醉
言
』）
と
見
た
の
も
、
ま
た
當
然
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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眞
淵
の
議
論
に
承
服
し
た
南
郭
も
か
つ
て
は
歌
人
と
し
て
柳
澤
吉

保
に
仕
え
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
挿
話
を
三
度
ま
で
記
録
し
た
秋
成

も
熱
心
な
歌
詠
み
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
共
有
し
た
和
歌
の

情
趣
に
よ
っ
て
「
北
風
吹
白
雲
、
萬
里
渡
河
汾
」
を
讀
め
ば
、
河
を

渡
る
の
は
旅
人
と
、
お
の
ず
か
ら
理
解
さ
れ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ

る
。

六

　

「
北
風
吹
白
雲
、
萬
里
渡
河
汾
」
の
二
句
を
日
本
人
が
し
ば
し
ば

讀
み
誤
っ
た
原
因
は
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
節
で
は
、
そ
の

背
景
に
、
歌
と
詩
に
お
け
る
「
風
」
の
表
現
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
て
み
た
い
。

　

『
古
今
和
歌
集
』
秋
上
巻
の
巻
頭
に
次
の
歌
が
あ
る
。

　

秋
立
日
、
よ
め
る　
　

藤
原
敏
行

あ
き
來
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
驚
か

れ
ぬ
る

立
秋
の
日
、
目
に
は
何
の
變
化
も
見
ら
れ
な
い
が
、
風
の
音
に
秋
の

訪
れ
を
知
っ
た
と
詠
う
名
歌
で
あ
る
。
結
句
の
「
驚
か
れ
ぬ
る
」
は

「
は
っ
と
氣
が
付
く
、
ふ
と
感
知
す
る
の
意
」
で
あ
り
、
漢
語

「
驚
」
の
用
法
に
通
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
竹
岡
正
夫

『
古
今
和
歌
集
全
評
釋
』）。
ま
さ
に
「
汾
上
驚
秋
」
の
「
驚
秋
」
の
意

が
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
に
は
詩
の
發

想
、
表
現
の
攝
取
の
例
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
一
つ
に
も
考
え
う

る
作
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
詩
と
並
べ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
確
か
め
う
る
。

　

秋
風
引　
　
　
　
　

劉
禹
錫

何
處
秋
風
至　

何
れ
の
處
よ
り
か
秋
風
至
る

蕭
蕭
送
雁
群　

蕭
蕭
と
し
て
雁
群
を
送
る

朝
來
入
庭
樹　

朝
來
庭
樹
に
入
り

孤
客
最
先
聞　

孤
客
最
も
先
に
聞
く

兩
者
の
相
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
白
居
易
の
親
友
と
し
て
、
劉
禹
錫

の
名
は
平
安
時
代
の
人
々
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
詩
句
の
い

く
つ
か
は
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て

愛
誦
さ
れ
て
い
た
。「
あ
き
來
ぬ
と
」
の
歌
が
こ
の
詩
の
刺
激
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
可
能
性
さ
え
考
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
そ
の
問
題
は
措
く
。
今
は
、
こ
の
歌
と
詩
の
あ
い
だ
の
相
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違
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
發
想
と
表
現
の
類
似
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
敏
行
歌
と
劉
詩
の
あ
い
だ
に
は
決
定
的
に
異
な
る
點
が
あ
る
。

　

劉
詩
の
「
秋
風
」
は
、
庭
の
木
の
葉
を
鳴
ら
す
前
に
、「
蕭
蕭
と

し
て
雁
群
を
送
」
っ
て
き
た
と
描
か
れ
る
。
秋
風
は
ど
こ
か
ら
來
た

か
と
い
う
起
句
の
問
い
に
、
承
句
が
雁
の
群
れ
を
送
っ
て
き
た
と
言

う
の
は
、
北
方
か
ら
だ
と
い
う
答
え
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
高

適
詩
の
「
北
風
萬
里
を
吹
き
、
南
雁
數
を
知
ら
ず
」（
九
頁
）、
ま
た

蘇
頲
詩
の
「
北
風
早
雁
を
吹
き
、
日
夕
河
を
渡
り
て
飛
ぶ
」（
十
一

頁
）
の
趣
向
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
遠
く
北
方
か

ら
雁
を
吹
き
運
ん
で
き
た
「
風
」
が
、
今
し
も
庭
の
木
の
葉
を
落
と

す
。
孤
獨
な
旅
人
こ
そ
が
、
そ
の
音
を
ま
っ
さ
き
に
聞
き
つ
け
て
秋

を
悲
し
む
の
だ
…
…
と
詠
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
敏
行
の
歌
で
は
、
風
の
音
と
い
う
一
現
象
に
よ

っ
て
秋
の
到
來
を
知
る
こ
と
が
詠
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
雁
も
庭
樹

も
そ
こ
に
は
な
い
。
な
か
で
も
、
風
が
雁
を
吹
き
送
っ
て
き
た
遠
い

距
離
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
五

七
五
七
七
の
三
十
一
文
字
に
そ
の
餘
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
秋
風
と
雁
を
詠
う
お
び
た
だ
し
い
數
の
和

歌
の
中
に
も
、
風
が
雁
を
遠
く
吹
き
運
ぶ
と
い
う
發
想
は
お
そ
ら
く

見
つ
け
に
く
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
古
今
和
歌
集
』
秋
上

　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず

わ
が
門か

ど

に
稲い
な

負お
ほ
せ

鳥ど
り

の
鳴
く
な
へ
に
け
さ
吹
く
風
に
雁
は
來
に

け
り

『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
下

　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

横
雲
の
風
に
わ
か
る
る
し
の
の
め
に
山
と
び
こ
ゆ
る
初
雁
の
聲

例
え
ば
こ
の
二
首
の
歌
に
は
、
朝
の
風
に
乘
っ
て
や
っ
て
來
る
雁
、

山
を
と
び
こ
え
て
姿
を
現
し
た
雁
が
詠
わ
れ
る
が
、「
秋
風
引
」
や

高
適
や
蘇
頲
の
詩
の
よ
う
に
、
北
風
が
雁
を
は
る
か
に
吹
き
運
ん
だ

と
い
う
方
向
、
距
離
の
感
覺
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
我
が
門

田
の
向
こ
う
の
空
、
峰
の
こ
ち
ら
側
の
雲
間
と
い
う
小
さ
な
空
間
の

中
に
飛
ぶ
雁
が
描
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
和
歌
で
は
、
秋
風
が
雁
を

北
か
ら
南
へ
、
遠
く
萬
里
の
距
離
を
吹
き
送
っ
て
來
る
と
い
う
發
想

が
そ
も
そ
も
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

雁
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
歌
と
詩
の
あ
い
だ
に
は
、
風
の
描
き
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吹
く
風
（
大
谷
）

か
た
に
大
き
な
相
違
が
あ
っ
た
。

　

「
雲
吹
く
風
」
と
い
う
歌
語
が
あ
る
。

『
千
五
百
番
歌
合
』（
四
百
二
十
五
番　

右
）　　

忠
良
卿

夏
の
月
雲
吹
く
風
を
さ
き
だ
て
て
山
の
端
す
ず
し
夕
ぐ
れ
の
空

『
影
供
歌
合　

建
仁
三
年
六
月
』

　

雨
後
聞
蟬　

四
番
勝　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
卿
女

雨
は
れ
て
雲
吹
く
風
に
鳴
く
蟬
の
こ
ゑ
に
乱
る
る
杜も

り

の
下
露

『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
四

　

和
歌
所
歌
合
に
、
深
山
恋
と
い
ふ
こ
と
を　

家
隆
朝
臣

さ
て
も
猶な

ほ

と
は
れ
ぬ
秋
の
ゆ
ふ
は
山
雲
ふ
く
風
の
嶺
に
見
ゆ
ら

む

い
ず
れ
も
後
鳥
羽
院
の
催
し
た
歌
合
の
作
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
千
五

百
番
歌
合
』
は
建
仁
元
年
（
一
二
○
一
）
ご
ろ
に
詠
進
。『
影
供
歌

合
』
は
建
仁
三
年
（
一
二
○
三
）。
そ
し
て
家
隆
の
歌
は
、『
壬
二

集
』
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
の
「
仙
洞
御
歌

合
」
の
作
で
あ
る
。「
雲
吹
く
風
」
は
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
頃
の
後

鳥
羽
院
歌
壇
に
お
い
て
生
ま
れ
た
歌
語
で
あ
り
、「
○
風
吹
雲
」
の

よ
う
な
詩
語
に
も
関
わ
る
新
し
い
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
今
そ
の
穿
鑿
は
措
く
。
こ
こ
で
は
、
歌
語
と
し
て

の
「
雲
吹
く
風
」
の
意
味
合
だ
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
藤
原
忠
良
の
歌
は
、
雲
を
吹
き
は
ら
う
風
を
先
導
と
し
て
夏

の
月
が
山
の
端
か
ら
現
れ
出
る
こ
と
を
詠
い
、
ま
た
俊
成
女
の
歌
は
、

雨
後
の
雲
を
吹
く
風
、
家
隆
の
作
は
、
夕
方
の
端
山
の
峰
の
上
で
雲

を
吹
く
風
を
詠
む
。
い
づ
れ
も
、
眺
め
や
る
空
に
雲
を
吹
き
は
ら
う

風
を
捉
え
る
。
そ
の
空
は
、
山
の
端
に
よ
っ
て
區
切
ら
れ
た
空
間
で

あ
る
。
山
の
端
の
こ
ち
ら
側
の
空
で
あ
る
。「
雲
吹
く
風
」
は
、
そ

の
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
、
雲
を
吹
き
と
ば
す
風
と
し
て
描
か
れ
る

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
詩
に
詠
わ
れ
る
風
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
例

を
擧
げ
て
き
た
よ
う
に
、
何
か
を
遠
く
へ
吹
き
運
ぶ
風
で
あ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
そ
の
何
か
が
「
雲
」
で
あ
る
場
合
を
、
さ
ら
に
掲
げ

て
み
よ
う
。

　

魏
文
帝
の
「
雑
詩
二
首
（
其
一
）」（『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
は
、

西
北
有
浮
雲　

西
北
に
浮
雲
有
り

亭
亭
如
車
蓋　

亭
亭
た
る
こ
と
車
蓋
の
如
し

惜
哉
時
不
遇　

惜
し
き
哉か

な

時
に
遇
は
ざ
る
こ
と
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適
與
飄
風
會　

適
た
ま
た
ま

飄
風
と
會
へ
り

吹
我
東
南
行　

我
が
東
南
の
行
を
吹
く

南
行
至
呉
會　

南
に
行
き
て
呉
會
に
至
る

呉
會
非
我
鄕　

呉
會
我
が
鄕
に
非
ず

安
能
久
留
滯　

安い
づ
く

ん
ぞ
能
く
久
し
く
留
り
滯
ま
ら
ん

棄
置
勿
復
陳　

棄
置
し
て
復
た
陳の

ぶ
る
こ
と
勿
か
れ

客
子
常
畏
人　

客
子
常
に
人
を
畏お

づ

と
詠
い
、
そ
れ
を
典
據
と
す
る
で
あ
ろ
う
孟
浩
然
の
五
言
律
詩
「
送

謝
録
事
之
越
」
の
前
半
四
句
に
も

清
旦
江
天
迥　

清
旦
江
天
迥は

る

か
に

涼
風
西
北
吹　

涼
風
西
北
よ
り
吹
く

白
雲
向
呉
會　

白
雲
呉
會
に
向
ひ

征
帆
亦
相
隨　

征
帆
も
亦
た
相
ひ
隨
ふ

と
す
る
。
と
も
に
「
白
雲
」
は
故
鄕
を
遠
く
離
れ
た
旅
人
の
譬
え
で

あ
る
が
、「
飄
風
」
や
「
涼
風
」
が
「
白
雲
」
を
は
る
か
東
南
の
呉

國
ま
で
吹
き
運
ぶ
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
李
白
「
久
別
離
」
に
も

「
東
風
兮
東
風
、
爲
我
吹
行
雲
使
西
來
（
東
風
よ
東
風
、
我
が
爲
に
行

雲
を
吹
い
て
西
に
來
ら
し
め
よ
）」
と
あ
る
。
そ
の
類
の
表
現
は
少
な

く
な
い
。
い
ず
れ
も
遠
方
の
空
ま
で
雲
を
吹
き
運
ぶ
風
を
描
く
の
で

あ
る
。

　

時
代
は
下
る
が
、
明
・
張
以
寧
の
「
閩
関
水
吟
」（『
石
倉
歴
代
詩

選
』
巻
二
百
八
十
二
）
に

天
風
吹
雲
数
千
里　

天
風
雲
を
吹
く
こ
と
数
千
里

飄
飄
直
度
長
江
水　

飄
飄
と
し
て
直
ち
に
渡
る
長
江
の
水

と
あ
る
例
は
、
問
題
の
「
北
風
吹
白
雲
、
万
里
渡
河
汾
」
の
表
現
を

襲
う
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　

中
國
の
詩
人
た
ち
は
、
雲
を
萬
里
か
な
た
か
ら
風
に
吹
き
運
ば
れ

て
來
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
萬
里
か
な
た
へ
吹
か
れ
て
ゆ
く
も
の
と

し
て
描
い
た
。
詩
の
空
間
は
地
平
線
の
向
こ
う
に
續
い
て
、
無
限
の

広
さ
を
も
つ
。
風
は
、
そ
の
無
限
の
空
間
を
、
雲
を
運
ん
で
吹
き
わ

た
る
も
の
と
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
敏
行
の
歌
の
「
風
の
お
と
に
ぞ
驚
か
れ
ぬ
る
」
に
は
そ
の

感
覺
が
な
い
。
風
が
は
る
か
北
方
か
ら
吹
き
來
た
っ
た
も
の
と
い
う

意
識
は
全
く
う
か
が
わ
れ
な
い
。「
雲
吹
く
風
」
の
歌
語
を
生
ん
だ

中
世
の
歌
人
た
ち
に
も
そ
の
よ
う
な
想
像
力
は
な
か
っ
た
。
雲
は
、

山
の
端
に
か
か
る
雲
、
峰
に
た
だ
よ
う
雲
と
し
て
詠
ま
れ
た
。
山
ぎ
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吹
く
風
（
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谷
）

わ
の
小
さ
な
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
、
雲
は
描
か
れ
た
。
か
れ
ら
歌

人
た
ち
の
空
間
意
識
は
、
大
和
盆
地
、
山
城
盆
地
の
な
か
で
育
ま
れ

て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
山
の
端
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
空
間
が
、

多
く
の
場
合
、
彼
ら
の
詠
む
歌
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　

「
汾
上
驚
秋
」
の
「
北
風
吹
白
雲
、
萬
里
渡
河
汾
」
は
、
地
平
線

の
か
な
た
か
ら
、
萬
里
の
距
離
を
北
風
に
吹
き
運
ば
れ
、
今
し
も
汾

河
を
渡
る
白
雲
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
我
が
歌
人
た
ち
、
あ
る
い

は
歌
人
の
末
裔
た
ち
に
は
、
そ
の
よ
う
な
無
限
の
空
間
を
吹
き
わ
た

る
風
、
風
に
吹
き
運
ば
れ
る
雲
を
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。


